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集団接種会場における新型コロナワクチン 

「コミナティ筋注」調製時の留意点 ６月３日版 
 

日本薬剤師会 
 

新型コロナワクチン集団接種会場で、薬剤師が希釈・充填等の調製作業を適正に実施

するための留意点をまとめました。的確にワクチン接種を実施するために、事前にファ

イザー社サイトにある「取り扱い説明資料」を熟読し、「ワクチン取り扱い動画」を視聴

して調製方法を理解した薬剤師が調製作業を担うこととしてください。そのうえで、調

製時の手順を定め、遵守すべき事項の徹底と、手順書に基づく作業、複数名によるダブ

ルチェックを必ず行い、適正な調製を実施するようお願いします。 

また、集団接種会場においては、調製作業が的確に行えるレイアウトを定め、ワクチ

ンの管理に適した室温、遮光状況を考慮した調製作業場所を確保し、実施するようお願

いします。 

 

適正にワクチンの希釈・シリンジへの充填を実施するために！ 

 

★それぞれの接種会場に則した手順書・チェックリストを作成すること 

★定めた手順を逸脱した作業を行わないこと 

★調製に必要な薬剤、シリンジ、針、資材は必要数を事前に準備・確認すること 

★工程ごとに薬剤師による確実なダブルチェックを実施し記録すること 

 

確認の時期と確認内容 

1.調製前 

◎温度管理を適切に行うこと 

・冷凍庫や冷蔵庫の温度管理を定期的に実施すること。また、開閉時にも温度確認を行

い記録すること 

◎ワクチン原液の数量管理 

・保管場所において「ワクチン原液」を受け入れ又は取り出した際には、出入庫記録簿

に、出入庫日時、出入庫数、ロットナンバー、出入庫者を記録し、ワクチン原液の受

払状況を把握すること 

2.調製作業時 

★定めた手順を全員が遵守して調製を実施すること 

・接種会場ごとに定めた手順に従って調製作業を行うこと。定められた手順以外の作業

は行ってはならない！ 

◎ワクチン接種そのものの時間に比べ、調製作業はより長い時間を要する場合が多い。

使用期限を考慮しつつも、調製作業を早めに開始する等、余裕を持った作業を実施す

るための作業計画を立てること。 
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◎調製作業に必要な希釈用生理食塩液、シリンジ、針、トレイ、アルコール綿

等の資材は、正しいものが必要数用意されているかを複数名で確認すること 

◎冷凍庫や冷蔵庫から取り出した時刻を記録すること 

◎ワクチンを室温に移したあと、希釈作業を２時間以内に終えること 

◎調製作業の各工程が終了した時点で、その作業内容をダブルチェックし、次の作業に

移ること 

・調製者自身が確認しながら作業を行うとともに、各工程の作業開始前、及び作業終了

時のタイミングで、必ず調製者以外の薬剤師がダブルチェックを行うこと 

（作業中の手技観察も有効） 

・作業習熟性を考えれば、一連の調製作業を複数人で分担して実施することも考えられ

るが、各工程の作業者を特定し、作業責任を曖昧にしないこと。 

・調製するワクチン数に合致した生理食塩液、希釈用シリンジ、接種用シリンジ、注射

針を準備し、作業前後で数量の確認を行い、適切に作業がされたかを確認すること 

（1 トレイあたりワクチン 1 バイアル、生食 1 本、希釈用シリンジ 1 本、接種用シリ

ンジ 5 本（または 6 本）、注射針必要数をセットし、セット単位で調製作業を行う） 

・ワクチンのバイアルは、調製前、希釈済、吸引済（空）の区別ができるようマジック

で印をつける。バイアルの混在は絶対に避け、作業完了後のバイアルは速やかに廃棄

すること 

 （生理食塩水注入前のバイアル内液量と、接種用シリンジ充填後のバイアル残液量が

類似するため、手に届かない範囲に置かないことや、誤認しない工夫が必要） 

・希釈開始時刻を記録し、希釈したワクチンの使用期限を明確にし、接種に関わる関係

者がだれでも認識できるようにしておくこと 

・希釈後の液は 2～30℃で保存し、希釈後 6 時間以内に使用する。6 時間を超えて使

用しなかった液は、すみやかに廃棄すること 

 

◎確認者は、正しく調製されているかを工程ごとに確認すること 

 ★調製作業に携わる薬剤師は、業務の慣れによる見落とし、油断、作業の中断、集中

力低下などに注意すること、また、調製場所に複数名の薬剤師や関係者がいること

も想定されるが、調製作業を行っている薬剤師には、いかなる理由があっても声を

かけるなどの行為はしてはならない！ 

・調製時の確認ポイント 

① 調製前  

・ワクチンや生理食塩液の状態（量、色調、異物）、各シリンジの規格、注射針

の状態、希釈前ワクチンの転倒混和の実施 

（シリンジの先端や針が調製台・手指（手袋）に触れた場合、汚染したものと

して速やかに廃棄する） 

② 希釈時 

・薬品名、希釈用シリンジの規格、希釈用生食の吸引量（吸引したシリンジ内エ

アーの状況）、希釈後ワクチンの転倒混和の実施、希釈後のバイアル内の状態

（量、色調、異物） 

③ 充填時 
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・薬品名、希釈後のワクチンの状況、接種用シリンジの規格、充填し

た接種用シリンジの状態（量、色調、異物、エアー） 

 

 

3.調製終了後 

◎使用期限を明確にし、適切に保管（温度、遮光）すること 

・充填したワクチンの使用期限が明確にわかるよう、同じ規格の用紙を使って明記し、

接種担当者が容易に識別できるようにする。期限の明記されたメモやシールなどは散

逸しないよう確実な方法でセットしておく 

・接種直前まで、接種用シリンジに充填したワクチンの品質を確保するため、保管場所

の室温の定期的な確認を行う。 

・充填したワクチンの遮光を確保するため、シリンジを保管する容器に合わせた遮光方

法（例：輸液用遮光袋をトレーの上にかける）を工夫すること。アルミホイル等を利

用することも可能であるが、遮光によりシリンジが見えなくなることによる取り損ね

などへの対策をとること。 




